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中国古代の歌の禁忌

は
じ
め
に

私
は
二
〇
一
〇
年
か
ら
雲
南
省
白
族
大
理
自
治
州
で
白
族
の
歌
調
査
を
、
二
〇
一
三
年
か
ら
湖
南
省
湘
西
土
家
族
苗
族
自
治
州

で
苗
族
の
歌
調
査
を
行
っ
て
い
る（

（
（

。
中
国
南
方
少
数
民
族
の
中
に
は
、
男
女
が
交
互
に
歌
を
歌
い
合
い
な
が
ら
恋
愛
関
係
と
な
っ

て
い
く
、
い
わ
ゆ
る
歌
垣
に
類
す
る
習
俗
が
あ
る
と
さ
れ
、
注
目
さ
れ
て
き
た
。
今
日
で
は
、
実
際
に
歌
で
知
り
合
い
歌
で
結
婚

し
た
と
い
う
例
は
か
な
り
少
な
く
な
っ
て
き
て
い
る
が
、
高
齢
者
の
中
に
は
歌
で
結
婚
し
た
と
い
う
人
も
い
た
。

歌
を
歌
う
の
は
恋
愛
の
と
き
だ
け
で
は
な
い
。
山
で
山
羊
を
追
い
な
が
ら
歌
う
こ
と
も
あ
れ
ば
、
家
に
客
が
来
れ
ば
酒
を
す
す
め

る
歌
を
歌
う
。
歌
は
、
伝
統
的
な
古
歌
も
あ
れ
ば
即
興
で
作
ら
れ
た
も
の
も
あ
る
。
夜
を
徹
し
て
歌
い
続
け
た
と
い
う
話
も
珍
し
く
な

い
。
学
校
教
育
が
普
及
し
た
近
年
で
は
民
族
歌
謡
の
歌
え
な
い
若
者
が
増
え
た
と
は
い
え
、
歌
は
人
び
と
の
生
活
の
一
部
と
い
え
る
。

と
は
い
え
、
い
つ
で
も
ど
こ
で
も
歌
っ
て
よ
い
と
い
う
わ
け
で
は
な
い
。
歌
に
よ
っ
て
は
、
歌
う
の
に
相
応
し
い
場
、
相
応
し

論
　
説中

国
古
代
の
歌
の
禁
忌

富
　
田
　
美
智
江



2

流経法学　第17巻 第 1 号

く
な
い
場
と
い
う
も
の
が
あ
る
場
合
も
あ
る
。
た
と
え
ば
「
梁
山
伯
と
祝
英
台
」（
中
国
を
代
表
す
る
悲
恋
物
語
で
、
中
国
四
大

民
間
説
話
の
一
つ
）
は
白
族
の
語
り
芸
（
科
白
部
分
も
あ
る
が
、
多
く
が
歌
で
構
成
さ
れ
て
い
る
）
で
も
好
ん
で
用
い
ら
れ
る
題

材
だ
が
、
結
婚
式
で
は
歌
っ
て
は
い
け
な
い
と
い
う
。
な
ぜ
な
ら
こ
の
話
は
、
梁
山
伯
と
祝
英
台
は
愛
し
あ
い
な
が
ら
も
一
緒
に

な
る
こ
と
が
で
き
ず
、
つ
い
に
は
二
人
と
も
死
ん
で
し
ま
う
と
い
う
内
容
で
あ
り
、
結
婚
式
で
歌
う
に
は
縁
起
が
悪
い
か
ら
で
あ

る
。
ま
た
苗
族
は
、
葬
式
で
は
歌
は
歌
わ
な
い
と
い
う
。

で
は
古
代
中
国
で
は
、
歌
は
ど
の
よ
う
な
と
き
に
ど
の
よ
う
な
場
で
歌
わ
れ
た
の
だ
ろ
う
か
。
始
皇
帝
の
暗
殺
を
燕
の
太
子
に

依
頼
さ
れ
た
荊
軻
は
、
易
水
を
渡
る
と
き
に
易
水
歌
を
歌
い
、
垓
下
に
包
囲
さ
れ
た
項
羽
は
垓
下
歌
を
歌
い
、
劉
邦
は
皇
帝
と
な

り
故
郷
の
沛
に
戻
っ
た
と
き
、
大
風
歌
を
歌
っ
た
と
い
う
。
易
水
歌
は
見
送
り
に
き
た
知
人
た
ち
と
の
別
れ
に
際
し
て
歌
わ
れ
た

悲
壮
な
歌
で
あ
り
、
垓
下
歌
も
ま
た
四
面
楚
歌
の
中
、
敗
北
を
悟
っ
た
項
羽
に
よ
っ
て
歌
わ
れ
た
悲
憤
の
歌
で
あ
る
。
逆
に
大
風

歌
は
、
故
郷
に
錦
を
飾
り
得
意
満
面
の
劉
邦
に
よ
っ
て
歌
わ
れ
た
。
荊
軻
は
易
水
の
ほ
と
り
で
道
祖
神
を
祀
っ
て
旅
の
安
全
を

祈
願
し
た
あ
と
、
友
人
の
高
漸
離
の
筑
（
琴
瑟
に
似
た
弦
楽
器
）
に
合
わ
せ
て
、
悲
哀
に
満
ち
た
声
で
歌
っ
た
。
項
羽
は
酒
を
飲

み
つ
つ
数
回
繰
り
返
し
て
歌
い
、
虞
美
人
が
唱
和
し
た
。
劉
邦
は
故
郷
の
人
び
と
を
集
め
た
酒
宴
の
席
で
、
み
ず
か
ら
筑
を
う
ち

歌
っ
た
だ
け
で
な
く
、
沛
の
子
ど
も
百
二
十
人
を
集
め
て
唱
和
さ
せ
た
と
い
う
。
こ
の
よ
う
に
歴
史
の
一
場
面
を
い
ろ
ど
る
歌
は

少
な
く
な
い
。
易
水
歌
も
垓
下
歌
も
大
風
歌
も
そ
の
場
で
即
興
的
に
作
ら
れ
た
歌
だ
が
、
春
秋
時
代
に
は
宴
席
な
ど
で
『
詩
』
が

歌
わ
れ
て
い
た
こ
と
が
、『
左
伝
』
な
ど
に
書
か
れ
て
い
る
。『
詩
』
と
は
、
儒
家
の
基
本
経
典
で
あ
る
五
経
の
一
つ
で
、
の
ち
に

『
詩
経
』
と
よ
ば
れ
る
こ
と
に
な
る
中
国
最
古
の
詩
集
で
あ
る
。
そ
こ
に
収
め
ら
れ
た
三
百
余
篇
の
詩
は
、
お
お
よ
そ
春
秋
初
期

を
そ
の
成
立
時
期
の
下
限
と
し
て
い
る
。
つ
ま
り
一
部
の
宴
席
で
は
『
詩
』
と
い
う
古
詩
が
歌
わ
れ
て
い
た
こ
と
に
な
る（

（
（

。

歌
わ
れ
る
場
は
も
ち
ろ
ん
宴
席
だ
け
で
は
な
い
。
狂
接
輿
は
道
を
歌
い
な
が
ら
歩
い
て
孔
子
の
前
を
過
ぎ
、
呂
后
に
よ
っ
て
幽

閉
さ
れ
た
戚
夫
人
は
舂う
す
つき

な
が
ら
歌
っ
た
。
名
の
あ
る
人
ば
か
り
で
な
く
、
名
も
な
き
人
び
と
も
歌
う
。
前
述
の
四
面
楚
歌
を
演
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出
し
た
の
は
、
項
羽
を
囲
む
漢
軍
の
兵
た
ち
だ
っ
た
。
周
の
宣
王
は
「
檿
弧
箕
服
、
実
に
周
国
を
亡
ぼ
さ
ん
（
檿
弧
箕
服
、
實
亡

周
國
）」
と
い
う
童
謡
を
聞
き
、
檿
弧
（
山
桑
の
弓
）
と
箕
服
（
箕
の
え
び
ら
）
を
売
る
夫
婦
を
殺
そ
う
と
し
た
。
宣
王
の
手
か

ら
逃
れ
た
夫
婦
が
拾
い
育
て
た
娘
こ
そ
、
の
ち
に
幽
王
に
寵
愛
さ
れ
、
西
周
滅
亡
の
一
因
と
な
る
襃
姒
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
に
市

井
の
歌
は
と
き
に
予
言
と
し
て
機
能
し
た
。
ま
た
、
市
井
の
歌
か
ら
民
の
風
俗
や
政
治
の
得
失
を
知
る
こ
と
が
で
き
る
と
い
う
考

え
か
ら
、
い
に
し
え
に
は
詩
を
採
集
す
る
采
詩
の
官
が
置
か
れ
て
い
た
と
い
う
言
説
が
生
ま
れ
、
実
際
に
漢
の
武
帝
は
楽
府
を
立

て
て
民
間
歌
謡
を
採
集
し
た
。『
公
羊
伝
』
宣
公
十
五
年
「
什
一
行
わ
れ
て
頌
声
作お
こ

る
（
什
一
行
而
頌
聲
作
矣
）」
の
注
に
、
民
の

歌
に
つ
い
て
次
の
よ
う
に
い
う
。

男
女
に
怨
み
恨
む
所
有
れ
ば
、
相
い
従
い
て
歌
い
、
飢
う
る
者
は
其
の
食
を
歌
い
、
労
す
る
者
は
其
の
事
を
歌
う
。（
男
女

有
所
怨
恨
、
相
從
而
歌
、
飢
者
歌
其
食
、
勞
者
歌
其
事
。）

民
は
不
満
が
あ
れ
ば
歌
い
、
飢
え
疲
れ
れ
ば
そ
の
こ
と
を
歌
う
。
恨
み
言
だ
け
で
な
く
、
称
え
る
と
き
も
ま
た
歌
う
。『
左

伝
』
襄
公
三
十
年
に
は
、
鄭
の
子
産
の
施
政
に
つ
い
て
民
が
歌
っ
た
話
が
載
っ
て
い
る
。

政
に
従
う
こ
と
一
年
に
し
て
、
輿
人
之
を
誦
し
て
曰
く
、
我
が
衣
冠
を
取
り
て
之
を
褚た

く
わえ

し
め
、
我
が
田
疇
を
取
り
て
之
を

伍
に
す
。
孰
か
子
産
を
殺
さ
ん
、
吾
れ
其
れ
之
に
与
せ
ん
、
と
。
三
年
に
及
び
て
、
又
た
之
を
誦
し
て
曰
く
、
我
に
子
弟
有

り
、
子
産
之
を
誨お
し

う
。
我
に
田
疇
有
り
、
子
産
之
を
殖
す
。
子
産
に
し
て
死
せ
ば
、
誰
か
其
れ
之
を
嗣
が
ん
、
と
。（
從
政

一
年
、
輿
人
誦
之
曰
、
取
我
衣
冠
而
褚
之
、
取
我
田
疇
而
伍
之
。
孰
殺
子
産
、
吾
其
與
之
。
及
三
年
、
又
誦
之
曰
、
我
有
子

弟
、
子
産
誨
之
。
我
有
田
疇
、
子
産
殖
之
。
子
産
而
死
、
誰
其
嗣
之
。）
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子
産
が
政
務
を
執
る
よ
う
に
な
っ
て
か
ら
一
年
は
、「
子
産
が
衣
冠
や
田
畑
を
取
り
上
げ
た
、
子
産
を
殺
す
者
が
い
る
な
ら
味

方
す
る
」
と
、
怨
嗟
の
歌
が
流
行
っ
た
が
、
三
年
た
つ
と
今
度
は
、「
子
産
が
子
弟
を
教
育
し
て
く
れ
た
、
子
産
が
田
畑
を
増
や

し
て
く
れ
た
、
子
産
が
死
に
で
も
し
た
ら
誰
が
そ
の
後
を
嗣
げ
る
だ
ろ
う
か
」
と
、
子
産
の
善
政
を
称
え
る
歌
を
歌
い
あ
っ
た
と

い
う
。
文
献
史
料
に
残
る
民
間
の
歌
は
歴
史
に
関
わ
る
も
の
が
多
い
が
、
そ
の
他
史
料
に
残
ら
な
い
多
く
の
歌
が
日
常
的
に
歌
わ

れ
て
い
た
こ
と
だ
ろ
う
。
そ
れ
は
豊
か
な
歌
文
化
を
今
日
ま
で
伝
え
る
少
数
民
族
た
ち
と
変
わ
ら
な
い
は
ず
で
あ
る
。
田
植
え
歌

や
、
狩
り
の
歌
、
放
牧
の
歌
、
柴
刈
り
の
歌
と
い
っ
た
生
活
の
歌
か
ら
、
祭
り
で
歌
わ
れ
る
神
話
伝
説
、
そ
し
て
男
女
が
集
え
ば

恋
の
歌
が
、
日
常
非
日
常
そ
れ
ぞ
れ
の
場
面
で
歌
わ
れ
て
い
た
。
そ
の
よ
う
な
中
国
古
代
社
会
に
お
い
て
、
逆
に
歌
っ
て
は
い
け

な
い
と
さ
れ
る
場
は
あ
っ
た
の
だ
ろ
う
か
。
本
論
で
は
歌
の
禁
忌
と
い
う
側
面
か
ら
、
中
国
古
代
の
歌
文
化
を
探
っ
て
い
き
た
い
。

一
　
孔
子
と
歌

中
国
で
は
、「
礼
楽
」
と
い
う
よ
う
に
音
楽
は
儒
家
思
想
の
中
で
礼
制
と
並
び
重
視
さ
れ
て
き
た
。
た
と
え
ば
『
論
語
』
泰
伯

篇
に
「
子
曰
く
、
詩
に
興
り
、
礼
に
立
ち
、
楽
に
成
る
（
子
曰
、
興
於
詩
、
立
於
禮
、
成
於
樂
）」
と
あ
る
よ
う
に
、
孔
子
は
人

格
形
成
に
必
要
な
要
素
の
一
つ
と
し
て
音
楽
を
位
置
づ
け
た
。
そ
の
他
に
も
『
論
語
』
に
は
孔
子
と
音
楽
の
関
わ
り
を
示
す
話

が
散
見
す
る
。
述
而
篇
で
は
「
子
、
斉
に
在
り
て
韶
を
聞
き
、
三
月
肉
の
味
を
知
ら
ず
（
子
在
齊
聞
韶
、
三
月
不
知
肉
味
）」
と
、

斉
で
舜
の
時
代
の
音
楽
で
あ
る
韶
を
聞
い
た
孔
子
は
、
三
ヶ
月
も
の
間
肉
の
味
が
分
か
ら
な
く
な
る
ほ
ど
感
動
し
て
い
る
。
ま
た

子
罕
篇
で
は
「
子
曰
く
、
吾
れ
衛
よ
り
魯
に
反か
え

り
、
然
る
後
に
楽
正
し
く
、
雅
頌
各
お
の
其
の
所
を
得
た
り
（
子
曰
、
吾
自
衞
反

魯
、
然
後
樂
正
、
雅
頌
各
得
其
所
）」
と
、
孔
子
が
衛
か
ら
魯
に
戻
っ
て
き
て
か
ら
音
楽
が
正
さ
れ
、
宮
廷
の
歌
で
あ
る
雅
や
宗

廟
祭
祀
の
歌
で
あ
る
頌
の
乱
れ
も
整
理
さ
れ
た
と
す
る
。
陽
貨
篇
に
は
、
武
城
と
い
う
小
さ
な
町
で
国
家
祭
祀
で
使
う
よ
う
な
弦
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歌
を
練
習
す
る
声
を
聞
い
た
孔
子
が
、「
鶏
を
割さ

く
に
焉
ん
ぞ
牛
刀
を
用
い
ん
」
と
笑
っ
た
と
こ
ろ
、
弟
子
の
子
游
に
反
論
さ
れ
、

「
前
言
は
之
に
戯
れ
し
の
み
」
と
前
言
を
取
り
消
す
と
い
っ
た
一
幕
も
あ
っ
た（

（
（

。

宮
中
の
雅
楽
を
は
じ
め
と
し
て
音
楽
は
主
に
楽
人
に
よ
っ
て
演
奏
さ
れ
た
。
当
時
の
楽
人
は
視
覚
不
自
由
者
が
多
数
を
占
め
て

い
た
よ
う
で
、
衛
霊
公
篇
に
は
目
の
不
自
由
な
楽
師
を
敬
意
を
も
っ
て
介
助
す
る
孔
子
の
姿
が
描
か
れ
て
い
る（

（
（

。
だ
が
楽
器
を
扱

え
る
の
は
楽
人
だ
け
で
は
な
か
っ
た
。『
論
語
』
陽
貨
篇
に
は
次
の
よ
う
な
一
章
が
あ
る
。

孺
悲
、
孔
子
に
見
え
ん
と
欲
す
。
孔
子
、
辞
す
る
に
疾や

ま
いを

以
て
す
。
命
を
将お
こ
なう

者
、
戸
を
出
づ
。
瑟
を
取
り
て
歌
い
、
之
を

し
て
之
を
聞
か
し
む
。（
孺
悲
欲
見
孔
子
。
孔
子
辭
以
疾
。
將
命
者
出
戸
。
取
瑟
而
歌
、
使
之
聞
之
。）

孺
悲
と
い
う
者
が
孔
子
を
訪
ね
て
き
た
が
、
孔
子
は
病
を
理
由
に
面
会
を
断
っ
た
。
し
か
し
、
取
り
次
ぎ
の
者
が
出
て
い
く
と
、

孔
子
は
瑟
を
取
っ
て
歌
い
、
戸
外
に
聞
か
せ
た
。
瑟
と
は
大
琴
で
あ
る
。
な
ぜ
孔
子
が
そ
の
よ
う
な
こ
と
を
し
た
の
か
と
い
う
と
、

面
会
し
た
く
な
い
が
た
め
に
仮
病
を
つ
か
っ
た
の
だ
と
い
う
こ
と
を
、
孺
悲
に
知
ら
し
め
る
た
め
だ
っ
た
と
さ
れ
て
い
る（

（
（

。
孔
子

の
真
意
は
さ
て
お
き
こ
こ
で
注
目
し
た
い
の
は
、
孔
子
の
家
の
室
内
に
は
瑟
が
置
か
れ
て
お
り
、
孔
子
み
ず
か
ら
瑟
を
つ
ま
弾
き

歌
っ
た
と
い
う
点
で
あ
る
。
さ
ら
に
『
史
記
』
孔
子
世
家
に
は
次
の
よ
う
な
話
も
載
っ
て
い
る
。

孔
子
、
陳
・
蔡
の
間
に
在
る
を
聞
き
、
楚
、
人
を
し
て
孔
子
を
聘
せ
し
む
。
孔
子
、
将
に
往
き
て
礼
を
拝
せ
ん
と
す
。
陳
・

蔡
の
大
夫
謀
り
て
曰
く
、
孔
子
は
賢
者
な
り
。
…
…
孔
子
、
楚
に
用
い
ら
る
れ
ば
、
則
ち
陳
・
蔡
の
事
を
用
う
る
大
夫
は
危

う
か
ら
ん
、
と
。
是
に
於
い
て
乃
ち
相
い
与
に
徒
役
を
発
し
、
孔
子
を
野
に
囲
む
。
行
く
を
得
ず
、
糧
を
絶
つ
。
従
者
病

み
、
能
く
興た

つ
も
の
莫
し
。
孔
子
、
講
誦
弦
歌
し
て
衰
え
ず
。（
聞
孔
子
在
陳
蔡
之
閒
、
楚
使
人
聘
孔
子
。
孔
子
將
往
拜
禮
。
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陳
蔡
大
夫
謀
曰
、
孔
子
賢
者
。
…
…
孔
子
用
於
楚
、
則
陳
蔡
用
事
大
夫
危
矣
。
於
是
乃
相
與
發
徒
役
圍
孔
子
於
野
。
不
得
行
、

絶
糧
。
從
者
病
、
莫
能
興
。
孔
子
講
誦
弦
歌
不
衰
。）

孔
子
が
楚
に
招
か
れ
た
と
知
っ
た
陳
と
蔡
の
大
夫
た
ち
は
、
孔
子
が
楚
で
登
用
さ
れ
る
こ
と
が
あ
っ
て
は
一
大
事
と
、
孔
子
を

楚
へ
の
途
上
で
取
り
囲
ん
だ
。
囲
ま
れ
た
孔
子
の
一
行
は
進
む
こ
と
が
で
き
ず
、
食
糧
が
尽
き
、
従
者
は
み
な
病
ん
で
立
ち
上
が

る
こ
と
も
で
き
な
く
な
っ
た
。
そ
の
よ
う
な
危
機
的
状
況
に
あ
っ
て
も
、
孔
子
は
書
物
を
誦
読
し
、
ま
た
琴
を
つ
ま
弾
い
て
歌
う

と
い
う
日
々
の
日
課
を
怠
ら
な
か
っ
た
と
い
う（

（
（

。

こ
の
よ
う
に
孔
子
は
身
近
に
琴
瑟
を
置
き
、
そ
れ
を
つ
ま
弾
き
歌
う
こ
と
を
常
と
し
て
い
た
。
楽
器
を
常
に
身
近
に
置
い
て
お

く
と
い
う
の
は
孔
子
に
限
っ
た
話
で
は
な
か
っ
た
よ
う
で
あ
る
。『
礼
記
』
曲
礼
下
は
次
の
よ
う
に
い
う
。

君
は
故
無
く
ば
、
玉
、
身
よ
り
去
ら
ず
。
大
夫
は
故
無
く
ば
、
県
を
徹
せ
ず
。
士
は
故
無
く
ば
、
琴
瑟
を
徹
せ
ず
。（
君
無

故
、
玉
不
去
身
。
大
夫
無
故
、
不
徹
縣
。
士
無
故
、
不
徹
琴
瑟
。）

諸
侯
は
理
由
無
く
佩
玉
を
身
か
ら
離
さ
ず
、
大
夫
は
理
由
無
く
掛
け
つ
る
し
て
打
ち
鳴
ら
す
鐘
や
磬
な
ど
の
打
楽
器
を
外
さ
ず
、

士
は
理
由
無
く
琴
瑟
を
片
づ
け
る
こ
と
を
し
な
い
、
と
い
う
の
で
あ
る
。
士
や
大
夫
ら
に
と
っ
て
琴
瑟
は
常
に
身
近
に
置
く
べ
き

楽
器
だ
っ
た（

（
（

。
鐘
や
磬
を
打
ち
鳴
ら
す
の
は
楽
人
の
務
め
だ
っ
た
か
も
し
れ
な
い
が
、
琴
瑟
は
孔
子
と
同
じ
く
み
ず
か
ら
つ
ま
弾

く
士
大
夫
も
い
た
だ
ろ
う
。

さ
て
、
孔
子
は
琴
瑟
を
み
ず
か
ら
つ
ま
弾
く
だ
け
で
な
く
、
そ
れ
に
合
わ
せ
て
歌
も
歌
っ
た
。
そ
れ
は
ほ
と
ん
ど
日
課
の
よ
う

な
も
の
だ
っ
た
の
だ
ろ
う
。
だ
が
、
そ
の
孔
子
も
歌
を
控
え
る
と
き
が
あ
っ
た
。『
論
語
』
述
而
篇
は
次
の
よ
う
に
い
う
。
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子
、
喪
あ
る
者
の
側
ら
に
食
す
れ
ば
、
未
だ
嘗
て
飽
か
ざ
る
な
り
。
子
、
是
の
日
に
於
い
て
哭
す
れ
ば
、
則
ち
歌
わ
ず
。

（
子
食
於
有
喪
者
之
側
、
未
嘗
飽
也
。
子
於
是
日
哭
、
則
不
歌
。）

孔
子
は
、
喪
中
の
者
と
食
事
を
と
る
と
き
は
満
腹
に
な
る
ま
で
食
べ
る
こ
と
は
せ
ず
、
弔
問
に
行
き
声
を
あ
げ
て
泣
く
哭
礼
を

し
た
日
に
は
歌
わ
な
か
っ
た
と
い
う
の
で
あ
る
。
哭
し
た
日
に
は
歌
わ
な
い
と
い
う
の
は
、
葬
式
で
は
歌
は
歌
わ
な
い
と
い
う
今

日
の
苗
族
に
も
通
じ
る
習
慣
だ
が
、
で
は
な
ぜ
哭
し
た
日
に
は
歌
わ
な
い
の
だ
ろ
う
か
。

二
　
喪
葬
の
禁
忌
と
歌

哭
し
た
日
に
は
歌
を
控
え
る
と
い
う
言
葉
は
、『
礼
記
』
曲
礼
上
に
も
「
哭
す
る
日
は
歌
わ
ず
（
哭
日
不
歌
）」
と
見
え
る
。
も

と
も
と
一
般
的
な
習
俗
だ
っ
た
の
か
、
孔
子
に
影
響
さ
れ
て
広
ま
っ
た
も
の
な
の
か
は
定
か
で
は
な
い
が
、
と
も
か
く
哭
礼
を
し

た
日
に
は
歌
わ
な
い
と
い
う
の
は
少
な
く
と
も
儒
家
の
礼
で
は
一
般
化
さ
れ
た
よ
う
で
あ
る
。

で
は
、
な
ぜ
哭
礼
を
し
た
日
に
は
歌
わ
な
い
の
か
。
前
述
の
「
哭
す
る
日
は
歌
わ
ず
」
の
前
後
に
は
、
主
に
喪
葬
時
に
す
べ
き

こ
と
、
避
け
る
べ
き
こ
と
が
次
の
よ
う
に
列
挙
さ
れ
て
い
る
。

墓
に
適ゆ

け
ば
壟
に
登
ら
ず
。
葬
を
助
く
る
に
必
ず
紼
を
執
る
。
喪
に
臨
め
ば
笑
わ
ず
。
人
に
揖
す
る
に
必
ず
其
の
位
を
違さ

る
。

柩
を
望
め
ば
歌
わ
ず
。
入
り
て
臨
せ
ば
翔
ら
ず
。
食
に
当
た
り
て
は
歎
ぜ
ず
。
鄰
に
喪
有
れ
ば
、
舂う
す
つく

に
相
せ
ず
。
里
に
殯

有
れ
ば
、
巷
歌
せ
ず
。
墓
に
適
け
ば
歌
わ
ず
。
哭
す
る
日
は
歌
わ
ず
。
喪
を
送
る
に
径
に
由
ら
ず
、
葬
を
送
る
に
塗
潦
を
避

け
ず
。
喪
に
臨
め
ば
則
ち
必
ず
哀
色
有
り
。
紼
を
執
れ
ば
笑
わ
ず
。
楽
に
臨
め
ば
歎
ぜ
ず
。（
適
墓
不
登
壟
。
助
葬
必
執
紼
。
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臨
喪
不
笑
。
揖
人
必
違
其
位
。
望
柩
不
歌
。
入
臨
不
翔
。
當
食
不
歎
。
鄰
有
喪
、
舂
不
相
。
里
有
殯
、
不
巷
歌
。
適
墓
不
歌
。

哭
日
不
歌
。
送
喪
不
由
徑
、
送
葬
不
辟
塗
潦
。
臨
喪
則
必
有
哀
色
。
執
紼
不
笑
。
臨
樂
不
歎
。）

墓
地
に
行
っ
た
ら
土
ま
ん
じ
ゅ
う
に
は
登
ら
な
い
。
埋
葬
の
手
助
け
に
行
っ
た
と
き
は
必
ず
柩
車
を
引
く
綱
を
手
に
持
つ
。
人

に
会
釈
す
る
と
き
に
は
必
ず
自
分
の
席
か
ら
立
っ
て
行
う
。
室
内
で
葬
式
に
臨
席
す
る
と
き
に
は
ひ
じ
を
張
っ
て
歩
か
な
い
。
葬

列
を
送
る
と
き
は
わ
き
道
を
通
ら
ず
、
泥
道
や
水
た
ま
り
を
避
け
な
い
。
葬
儀
に
参
列
す
る
と
き
に
は
必
ず
悲
し
み
を
顔
に
出
す
、

と
い
っ
た
こ
と
に
加
え
、
葬
儀
に
臨
席
し
た
と
き
、
柩
車
の
引
き
綱
を
持
っ
て
い
る
と
き
は
笑
わ
な
い
、
そ
し
て
柩
車
を
見
た
と

き
や
墓
地
に
行
っ
た
と
き
に
は
歌
わ
な
い
、
と
い
っ
た
注
意
が
並
ぶ
。
な
ぜ
笑
っ
て
は
い
け
な
い
の
か
、
歌
っ
て
は
い
け
な
い
の

か
と
い
う
こ
と
に
つ
い
て
、
鄭
玄
は
「
喪
に
臨
め
ば
笑
わ
ず
」
の
注
に
「
喪
に
臨
め
ば
宜
し
く
哀
色
あ
る
べ
し
（
臨
喪
宜
有
哀
色
）」、

「
哭
す
る
日
は
歌
わ
ず
」
の
注
に
「
哀
し
み
未
だ
忘
れ
ざ
る
な
り
（
哀
未
忘
也
）」
と
説
明
す
る
。
つ
ま
り
喪
葬
時
と
い
う
哀
し
み

に
満
ち
た
場
で
、
笑
う
こ
と
歌
う
こ
と
は
相
応
し
く
な
い
と
い
う
の
で
あ
る
。
逆
に
、
食
事
の
と
き
、
音
楽
が
演
奏
さ
れ
て
い
る

と
き
に
は
嘆
息
し
て
は
な
ら
な
い
と
い
う
。
そ
の
理
由
に
つ
い
て
鄭
玄
は
、「
食
に
当
た
り
て
は
歎
ぜ
ず
」
に
「
食
に
は
或
い
は

楽
を
以
て
す
、
歎
所
に
非
ず
（
食
或
以
樂
、
非
歎
所
）」
と
注
す
る
。
な
ぜ
食
事
時
に
嘆
息
し
て
は
な
ら
な
い
か
と
い
う
と
、
食

事
の
際
に
は
音
楽
が
演
奏
さ
れ
る
こ
と
が
あ
る
か
ら
、
と
い
う
の
で
あ
る
。
つ
ま
り
、
食
事
時
だ
か
ら
と
い
う
よ
り
も
、
音
楽
が

演
奏
さ
れ
る
場
で
嘆
息
す
る
こ
と
は
望
ま
し
く
な
い
、
と
い
う
こ
と
に
な
る
。

ま
た
鄭
玄
は
、
前
節
に
あ
げ
た
『
礼
記
』
曲
礼
下
の
「
～
士
は
故
無
く
ば
琴
瑟
を
徹
せ
ず
」
に
つ
い
て
次
の
よ
う
に
注
す
る
。

憂
楽
は
相
い
干お
か

さ
ざ
る
な
り
。
故
と
は
、
災
・
患
・
喪
・
病
を
謂
う
。（
憂
樂
不
相
干
也
。
故
、
謂
災
患
喪
病
。）
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「
故
無
く
ば
」
の
「
故
」
と
は
、
災
害
や
病
気
、
喪
葬
の
こ
と
を
指
す
。
な
ぜ
こ
れ
ら
の
こ
と
が
起
き
た
と
き
に
は
楽
器
を
撤

去
す
る
の
か
と
い
う
と
、
憂
い
と
楽
し
み
を
互
い
に
干
渉
さ
せ
な
い
た
め
で
あ
る
。
楽
器
を
撤
去
す
る
と
い
う
こ
と
は
音
楽
を
奏

で
な
い
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
つ
ま
り
、
音
楽
は
人
を
楽
し
ま
せ
る
も
の
だ
か
ら
こ
そ
、
災
・
患
・
喪
・
病
と
い
っ
た
憂
う
べ
き

状
況
の
と
き
に
は
相
応
し
く
な
い
の
で
あ
る
。

人
を
楽
し
ま
せ
る
性
質
を
持
つ
音
楽
は
、
陰
陽
で
い
う
と
陽
に
属
す
と
も
い
え
る
か
も
し
れ
な
い
。『
礼
記
』
郊
特
牲
は
次
の

よ
う
に
い
う
。

饗
・
禘
に
楽
有
り
て
、
食
・
嘗
に
楽
無
き
は
、
陰
陽
の
義
な
り
。
凡
そ
飲
は
、
陽
気
を
養
う
な
り
。
凡
そ
食
は
、
陰
気
を
養

う
な
り
。…
…
飲
は
陽
気
を
養
う
な
り
、
故
に
楽
有
り
。
食
は
陰
気
を
養
う
な
り
、
故
に
声
無
し
。
凡
そ
声
は
陽
な
り
。（
饗

禘
有
樂
、
而
食
嘗
無
樂
、
陰
陽
之
義
也
。
凡
飮
、
養
陽
氣
也
。
凡
食
、
養
陰
氣
也
。
…
…
飮
、
養
陽
氣
也
、
故
有
樂
。
食
、

養
陰
氣
也
、
故
無
聲
。
凡
聲
、
陽
也
。）

お
よ
そ
声
音
は
陽
に
属
す
。
飲
み
物
を
主
と
す
る
饗
礼
と
春
の
宗
廟
祭
祀
で
あ
る
禘
祭
に
音
楽
を
用
い
る
の
は
、
そ
れ
ら
が

陽
気
を
養
う
た
め
の
も
の
だ
か
ら
で
あ
り
、
食
べ
物
を
主
と
す
る
食
礼
と
秋
の
宗
廟
祭
祀
で
あ
る
嘗
祭
に
音
楽
を
用
い
な
い
の
は
、

そ
れ
ら
が
陰
気
を
養
う
た
め
の
も
の
だ
か
ら
で
あ
る
。
ま
た
同
じ
く
郊
特
牲
に
、「
昏
礼
に
楽
を
用
い
ざ
る
は
、
幽
陰
の
義
な
り
。

楽
は
陽
気
な
り
（
昏
禮
不
用
樂
、
幽
陰
之
義
也
。
樂
、
陽
氣
也
）」
と
も
い
う
。
婚
礼
に
音
楽
を
用
い
な
い
と
い
う
の
が
ど
こ
ま

で
本
当
だ
っ
た
の
か
、
こ
れ
に
つ
い
て
は
別
に
検
討
す
べ
き
課
題
で
あ
る
が（

（
（

、
と
も
か
く
音
楽
は
陽
に
属
す
る
と
認
識
さ
れ
て
い

た
こ
と
が
こ
こ
か
ら
う
か
が
え
る
。
そ
し
て
歌
も
ま
た
音
楽
の
一
部
で
あ
り
、
陽
に
属
す
性
質
だ
か
ら
こ
そ
、
陰
の
儀
礼
で
あ
る

喪
葬
の
場
に
は
相
応
し
く
な
い
と
考
え
ら
れ
た
の
だ
ろ
う
。
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孔
子
が
哭
礼
を
し
た
日
に
歌
わ
な
か
っ
た
の
は
、
死
者
を
悼
む
気
持
ち
で
満
ち
て
い
る
と
こ
ろ
に
楽
し
く
歌
を
歌
う
気
分
に
は

と
う
て
い
な
れ
な
い
と
い
う
、
感
情
的
な
理
由
も
含
ま
れ
て
い
た
か
も
し
れ
な
い
。
だ
が
そ
れ
が
「
哭
す
る
日
は
歌
わ
ず
」
と
普

遍
化
さ
れ
る
と
、
死
者
へ
ど
れ
だ
け
の
思
い
が
あ
っ
た
か
と
い
う
こ
と
よ
り
も
、
哭
礼
と
い
う
悲
し
い
日
に
は
歌
を
歌
う
と
い
う

図一：�四川省成都市新都区出土漢代画像磚（高文編『四川
漢代画像磚』上海人民美術出版社、一九八七年）

楽
し
い
行
為
は
し
な
い
も
の
だ
と
い
う
道
義
的
な
問
題
へ
と
転
換
さ
れ
て
い
く
。

本
節
の
冒
頭
に
あ
げ
た
『
礼
記
』
曲
礼
上
の
喪
葬
時
に
不
適
切
と
さ
れ
る
行
為

の
数
々
も
、
全
て
道
義
的
な
観
点
か
ら
相
応
し
く
な
い
と
考
え
ら
れ
た
も
の
と

い
え
る
。

こ
こ
で
、
喪
葬
時
の
禁
忌
の
中
で
、
歌
に
か
か
わ
る
も
の
を
改
め
て
見
て
み

よ
う
。

・
柩
車
を
見
た
と
き
は
歌
わ
な
い
。

・
隣
家
が
喪
中
の
と
き
は
、
う
す
を
つ
き
な
が
ら
歌
を
歌
わ
な
い
。

・
同
じ
里
の
中
に
殯
し
て
い
る
家
が
あ
る
と
き
は
、
道
で
歌
わ
な
い
。

・
墓
地
で
は
歌
わ
な
い
。

・
哭
し
た
日
に
は
歌
わ
な
い
。

隣
家
が
喪
中
の
と
き
や
里
に
殯
し
て
い
る
家
が
あ
る
と
き
は
歌
わ
な
い
と
い

う
こ
と
は
、
逆
に
い
え
ば
そ
う
で
な
い
と
き
は
日
常
的
に
歌
っ
て
い
た
と
考
え

ら
れ
る
。
特
に
籾
す
り
作
業
は
毎
食
ご
と
に
各
家
庭
で
行
わ
れ
て
い
た
可
能
性
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が
あ
る
。
籾
す
り
作
業
は
重
労
働
で
あ
り
、
秦
律
で
は
女
性
に
課
せ
ら
れ
る
労
役
刑
の
一
つ
で
も
あ
っ
た
。
図
一
は
四
川
省
か
ら

出
土
し
た
漢
代
画
像
磚
で
、
踏
み
う
す
で
籾
す
り
作
業
を
す
る
二
人
が
左
側
に
見
え
る
。
同
様
の
踏
み
う
す
は
近
年
で
も
ま
だ
使

わ
れ
て
お
り
、
一
九
八
五
年
に
Ｎ
Ｈ
Ｋ
ス
ペ
シ
ャ
ル
で
放
映
さ
れ
た
「
食
と
文
明
の
世
界
像　

第
五
集　

大
い
な
る
ア
ジ
ア
の
恵

み
～
米
～
」（『
人
間
は
何
を
食
べ
て
き
た
か　

第
二
巻
』（
Ｎ
Ｈ
Ｋ
ソ
フ
ト
ウ
ェ
ア
、
二
〇
〇
三
年
））
で
紹
介
さ
れ
た
タ
イ
北
部

の
ア
カ
族
の
村
で
は
、
図
一
と
同
じ
よ
う
な
踏
み
う
す
を
二
人
の
嫁
が
使
い
、
一
家
十
五
人
の
一
食
分
の
米
を
二
時
間
か
け
て
籾

す
り
し
て
い
た
。
彼
ら
は
一
日
二
食
で
、
大
人
は
一
日
に
米
を
約
一
キ
ロ
グ
ラ
ム
消
費
す
る
と
の
こ
と
な
の
で
、
彼
女
ら
が
一
度

に
籾
す
る
量
は
お
よ
そ
五
～
六
キ
ロ
グ
ラ
ム
程
度
と
思
わ
れ
る
。
彼
女
ら
は
カ
メ
ラ
の
前
で
は
た
だ
黙
々
と
う
す
を
踏
み
続
け
る

の
み
で
、
作
業
し
な
が
ら
歌
う
の
か
ど
う
か
は
残
念
な
が
ら
映
像
か
ら
は
わ
か
ら
な
か
っ
た
が
、
中
国
古
代
で
は
う
す
を
つ
き
な

が
ら
歌
が
歌
わ
れ
て
い
た
こ
と
は
間
違
い
な
い
。
だ
か
ら
こ
そ
、
呂
后
に
幽
閉
さ
れ
籾
す
り
作
業
を
命
じ
ら
れ
た
戚
夫
人
が
う
す

つ
き
な
が
ら
歌
う
と
い
う
話
も
で
き
た
の
だ
ろ
う（

（
（

。

三
　
出
土
資
料
に
見
え
る
歌
の
禁
忌

前
節
ま
で
は
、『
論
語
』
や
『
礼
記
』
な
ど
先
秦
秦
漢
時
代
の
儒
家
経
典
を
中
心
に
歌
の
禁
忌
を
見
て
き
た
。
お
そ
ら
く
儒

家
思
想
の
論
理
で
理
由
づ
け
さ
れ
た
部
分
も
あ
る
だ
ろ
う
が
、
そ
の
多
く
は
民
間
の
習
俗
に
基
づ
く
と
考
え
て
い
い
だ
ろ
う
。

「
歌
っ
て
は
な
ら
な
い
」
と
さ
れ
た
場
面
の
多
く
は
喪
葬
に
関
す
る
も
の
だ
っ
た
が
、
少
し
時
代
を
下
る
と
ま
た
新
た
な
歌
の
禁

忌
が
現
れ
る
。『
抱
朴
子
』
内
篇
微
旨
は
次
の
よ
う
に
い
う
。

或
る
ひ
と
曰
く
、
敢
て
問
う
、
長
生
の
道
を
修
め
ん
と
欲
す
れ
ば
、
何
ぞ
禁
忌
と
す
る
所
あ
ら
ん
、
と
。
抱
朴
子
曰
く
、
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…
…
若
し
乃
ち
善
を
憎
み
殺
を
好
み
、
口
は
是
な
る
も
心
は
非
、
…
…
偽
を
以
て
真
に
雑
ぜ
、
姦
利
を
採
取
し
、
人
を
誘
い

て
物
を
取
り
、
井
を
越
え
竈
を
跨
ぎ
、
晦
に
歌
い
朔
に
哭
す

4

4

4

4

4

4

4

4

。
凡
そ
一
事
有
ら
ば
、
輒
ち
是
れ
一
罪
と
な
り
、
事
の
軽
重

に
随
い
て
、
司
命
其
の
算
紀
を
奪
い
、
算
尽
き
れ
ば
則
ち
死
す
。（
或
曰
、
敢
問
欲
修
長
生
之
道
、
何
所
禁
忌
。
抱
朴
子
曰

…
…
若
乃
憎
善
好
殺
、
口
是
心
非
、
…
…
以
僞
雜
眞
、
採
取
姦
利
、
誘
人
取
物
、
越
井
跨
竈
、
晦
歌
朔
哭

4

4

4

4

。
凡
有
一
事
、
輒

是
一
罪
、
隨
事
輕
重
、
司
命
奪
其
算
紀
、
算
盡
則
死
。）

『
抱
朴
子
』
は
東
晋
の
葛
洪
に
よ
っ
て
四
世
紀
初
頭
に
著
さ
れ
た
神
仙
思
想
の
書
で
あ
る
。
あ
る
人
に
長
生
の
方
法
を
尋
ね
ら

れ
た
抱
朴
子
は
、
人
の
命
を
司
る
神
で
あ
る
司
命
は
罪
の
軽
重
に
よ
っ
て
人
の
寿
命
を
減
ら
し
て
い
く
と
し
た
上
で
、
ど
の
よ
う

な
行
い
が
罪
と
な
る
か
を
列
挙
す
る
。
善
を
悪
み
殺
生
を
好
む
、
口
で
は
き
れ
い
事
を
言
っ
て
い
て
も
心
の
内
は
そ
う
で
は
な
い
、

と
い
っ
た
こ
と
か
ら
は
じ
ま
り
、
最
後
に
晦
日
に
歌
う
こ
と
と
朔
日
に
哭
す
る
こ
と
で
締
め
く
く
ら
れ
る
。
晦
日
は
月
の
終
わ
り

で
朔
日
は
月
の
始
ま
り
で
あ
る
。
な
ぜ
月
の
終
わ
り
に
歌
っ
て
は
な
ら
な
い
か
と
い
う
と
、
月
が
新
月
と
な
っ
て
消
え
る
晦
日
を

月
の
死
と
と
ら
え
、
喪
葬
時
に
歌
っ
て
は
な
ら
な
い
と
い
う
考
え
を
そ
こ
に
も
当
て
は
め
た
の
だ
ろ
う
。
逆
に
朔
日
は
月
が
新
た

に
誕
生
す
る
め
で
た
い
日
で
あ
る
か
ら
、
不
吉
な
哭
礼
は
し
て
は
な
ら
な
い
と
い
う
こ
と
に
な
る
。「
晦
に
歌
い
朔
に
哭
す
」
を

禁
忌
と
す
る
一
文
は
、『
顔
子
家
訓
』
に
も
「
道
書
に
曰
く
」
と
し
て
引
か
れ
て
い
る（

（（
（

。

儒
家
は
あ
く
ま
で
礼
と
し
て
、
人
と
し
て
守
る
べ
き
道
と
し
て
、
道
義
的
問
題
と
し
て
「
歌
っ
て
は
な
ら
な
い
」
場
面
を
規
定

し
た
が
、
道
教
で
は
禁
忌
を
犯
せ
ば
己
の
寿
命
が
縮
む
罪
悪
と
し
て
「
晦
日
に
歌
っ
て
は
な
ら
な
い
」
と
し
て
い
る
。
歌
と
哭
が

対
称
的
な
行
為
と
し
て
位
置
づ
け
ら
れ
て
い
る
と
こ
ろ
は
同
じ
だ
が
、
儒
家
が
喪
葬
時
に
歌
っ
て
は
な
ら
な
い
と
い
う
の
は
、
悲

し
む
人
び
と
へ
の
配
慮
も
含
ま
れ
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
の
に
対
し
て
、
晦
日
の
禁
忌
は
あ
く
ま
で
自
分
の
た
め
の
も
の
で
あ
る
。

儒
家
経
典
と
『
抱
朴
子
』
の
成
立
年
代
を
考
え
れ
ば
、
は
じ
め
に
喪
葬
時
の
歌
を
禁
忌
と
す
る
儒
家
の
考
え
方
が
定
着
し
、
そ
こ
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か
ら
敷
衍
し
て
晦
日
の
禁
忌
が
生
ま
れ
た
と
し
て
も
よ
い
と
こ
ろ
だ
が
、
出
土
資
料
の
出
現
に
よ
り
、
晦
日
の
禁
忌
が
先
秦
の
こ

ろ
か
ら
存
在
し
て
い
た
こ
と
が
明
ら
か
に
な
っ
た
。

一
九
七
五
年
に
湖
北
省
雲
夢
県
睡
虎
地
秦
墓
か
ら
、
戦
国
末
年
か
ら
統
一
秦
に
か
け
て
の
竹
簡
一
一
五
五
枚
、
い
わ
ゆ
る
睡
虎

地
秦
簡
が
出
土
し
た
。
こ
の
中
の
日
々
の
吉
凶
な
ど
を
判
じ
た
『
日
書
』
と
よ
ば
れ
る
占
い
の
書
に
、
歌
の
禁
忌
が
含
ま
れ
て
い

る
。
曹
峰
に
よ
れ
ば
、
睡
虎
地
秦
簡
の
中
で
歌
に
関
す
る
記
述
が
あ
る
の
は
次
の
四
箇
所
で
あ
る（

（（
（

。
睡
虎
地
秦
簡
『
日
書
』
に
は

甲
種
と
乙
種
が
あ
る
が
、
歌
に
つ
い
て
の
記
述
が
あ
っ
た
の
は
い
ず
れ
も
甲
種
だ
っ
た
。

・
弦
・
望
及
び
五
辰
に
は
以
て
興
楽
す
べ
か
ら
ず
。（
弦
・
望
及
五
辰
不
可
以
興
樂
。）（『
日
書
』
甲
種
二
七
正
）

・
秀
と
は
、
是
れ
重
光
を
謂
う
。
…
…
祠
・
飲
食
・
歌
楽
に
利
ろ
し
。（
秀
、
是
謂
重
光
、…
…
利
祠
・
飮
食
・
歌
樂
。）（『
日
書
』

甲
種
三
二
正
）

・
徹
と
は
、
是
れ
六
甲
相
逆
…
…
祠
祀
・
歌
楽
す
べ
か
ら
ず
。（
徹
、
是
謂
六
甲
相
逆
…
…
不
可
祠
祀
・
歌
樂
。）（『
日
書
』
甲
種

四
四
正
）

・
墨
日
は
、
垣
を
壊
す
・
屋
を
徹
す
・
寄
者
を
出
す
に
利よ

ろ
し
、
歌
う
毋な

か
れ
。
朔
日
は
、
室
に
入
る
に
利
ろ
し
、
哭
す
る
毋
か

れ
。
望
は
、
囷
倉
を
為
る
に
利
ろ
し
。（
墨
日
、
利
壞
垣
・
徹
屋
・
出
寄
者
、
毋
歌
。
朔
日
、
利
入
室
、
毋
哭
。
望
、
利
爲
囷

倉
。）（『
日
書
』
甲
種
一
五
五
簡
背
）

最
後
の
甲
種
一
五
五
簡
背
の
「
墨
日
」
と
は
晦
日
の
こ
と
で
あ
る
。
こ
の
簡
は
、
晦
日
に
歌
う
こ
と
、
朔
日
に
哭
す
る
こ
と
を

禁
じ
る
と
い
う
、『
抱
朴
子
』
と
同
じ
内
容
と
な
っ
て
い
る
。
こ
の
秦
簡
の
発
見
に
よ
り
、
晦
日
の
禁
忌
は
儒
家
が
全
盛
と
な
る

漢
代
以
降
に
生
ま
れ
た
も
の
で
な
く
、
そ
れ
以
前
か
ら
存
在
し
て
い
た
習
俗
で
あ
る
こ
と
が
証
明
さ
れ
る
と
同
時
に
、
儒
家
の
主
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要
な
経
典
に
入
ら
な
か
っ
た
習
俗
が
お
よ
そ
五
百
年
の
時
を
越
え
て
道
教
の
経
典
に
受
け
継
が
れ
て
い
た
こ
と
も
判
明
し
た
。

四
　
上
博
楚
簡
『
三
徳
』
に
見
え
る
歌
の
禁
忌

歌
の
禁
忌
が
書
か
れ
た
出
土
資
料
は
睡
虎
地
秦
簡
だ
け
で
は
な
か
っ
た
。
一
九
九
四
年
に
上
海
博
物
館
が
香
港
の
骨
董
市
場
で

購
入
し
た
上
博
楚
簡
は
、
字
体
の
類
似
か
ら
、
湖
北
省
か
ら
出
土
し
た
郭
店
楚
簡
と
の
関
連
が
指
摘
さ
れ
、
ま
た
放
射
性
炭
素
年

代
測
定
な
ど
か
ら
も
戦
国
晩
期
（
前
三
〇
〇
年
前
後
）
の
楚
の
も
の
と
考
え
ら
れ
て
い
る
も
の
だ
が
、
そ
の
中
の
『
三
徳
』
と

名
づ
け
ら
れ
た
篇
に
歌
を
禁
止
す
る
文
言
が
二
箇
所
見
え
る
。『
三
徳
』
は
竹
簡
全
三
二
枚
（
完
簡
五
枚
、
整
簡
一
〇
枚
、
残
簡

八
枚
）、
総
字
数
八
九
八
字
の
篇
の
た
め
、
該
当
箇
所
の
前
後
の
み
抜
き
出
す
こ
と
と
す
る
。
解
釈
の
分
か
れ
る
語
句
も
あ
る
が
、

ひ
と
ま
ず
原
文
は
李
零
の
釈
文
に
、
書
き
下
し
と
現
代
語
訳
は
湯
浅
邦
弘
の
解
釈
を
参
考
と
し
た（

（（
（

。
ま
ず
第
一
簡
か
ら
第
三
簡
ま

で
に
つ
い
て
見
て
い
き
た
い
。
原
文
と
書
き
下
し
の
文
中
の
【　

】
は
竹
簡
番
号
で
あ
り
、
傍
点
は
論
者
が
付
し
た
。

・
原
文

【
1
】天
共
時
、
地
共
材
、
民
共
力
、
明
王
無
思
、
是
謂
三
德
。
卉
木
須
時
而
後
奮
、
天
惡
如
忻
。
平
旦
毋
哭

4

4

4

4

、
明
毋
歌

4

4

4

、
弦
望
齊

4

4

4

宿4

、
是
謂
順
天
之
常

4

4

4

4

4

4

。【
2
】敬
者
得
之
、
怠
者
失
之
、
是
謂
天
常
。
天
神
之
□
□
□
□
□
、
皇
天
將
憴
之
。
毋
爲
僞
詐
、
上
帝
將

憎
之
。
忌
而
不
忌
、
天
乃
降
災
、
已
而
不
已
、【
3
】天
乃
降
異
。
其
身
不
没
、
至
於
孫
子
。
陽
而
幽
、
是
謂
大
慼
、
幽
而
陽
、
是

謂
不
祥
。
齊
齊
節
節
、
外
内
有
辨
、
男
女
有
節
、
是
謂
天
禮
。
敬
之
敬
之
、
天
命
孔
明
。
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・
書
き
下
し

【
1
】天
は
時
を
共
（
供
）
し
、
地
は
材
を
共
（
供
）
し
、
民
は
力
を
共
（
供
）
し
、
明
王
思
う
無
し
、
是
れ
を
三
徳
と
謂
う
。
卉き

木
時
を
須ま

ち
て
後
に
奮
う
は
、
天
忻
（
近せ
ま

）
る
が
如
き
を
悪
め
ば
な
り
。
平
旦
に
哭
す
る
毋
く

4

4

4

4

4

4

4

4

、
明4

（
晦4

）
に
歌
う
毋
く

4

4

4

4

4

、
弦
望
4

4

に
斉
宿
す

4

4

4

4

、
是
れ
を
天
の
常
に
順
う
と
謂
う

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

。【
2
】敬
し
む
者
は
之
を
得
、
怠
る
者
は
之
を
失
う
、
是
れ
を
天
常
と
謂
う
。
天
神

之
□
□
□
□
□
、
皇
天
将
に
之
を
憴い
ま
しめ

ん
と
す
。
偽
詐
を
為
す
毋
か
れ
、
上
帝
将
に
之
を
憎
ま
ん
と
す
。
忌
む
べ
く
し
て
忌
ま
ざ

れ
ば
、
天
乃
ち
災
い
を
降
し
、
已
む
べ
く
し
て
已
め
ざ
れ
ば
、【
3
】天
乃
ち
異
を
降
す
。
其
の
身
没
せ
ず
し
て
、
孫
子
に
至
る
。

陽
な
る
べ
く
し
て
幽
な
る
は
、
是
れ
を
大
慼
（
憂
）
と
謂
い
、
幽
な
る
べ
く
し
て
陽
な
る
は
、
是
れ
を
不
祥
と
謂
う
。
斉
斉
節
節
、

外
内
に
辨
有
り
、
男
女
に
節
有
り
、
是
れ
を
天
礼
と
謂
う
。
之
に
敬
し
み
之
に
敬
し
め
ば
、
天
命
孔
明
た
り
。

図二：『三徳』第一簡

・
現
代
語
訳

天
は
時
を
提
供
し
、
地
は
材
を
提
供
し
、
民
は
力

を
提
供
し
、
そ
の
こ
と
に
よ
っ
て
賢
明
な
王
は
あ
れ

こ
れ
と
思
い
悩
む
こ
と
が
な
い
、
こ
れ
を
三
徳
と
い

う
。
草
木
が
し
か
る
べ
き
時
を
待
っ
て
か
ら
成
長
・

開
花
す
る
の
は
、
時
の
推
移
を
無
視
し
て
急
迫
す
る

よ
う
な
こ
と
を
天
が
憎
む
か
ら
で
あ
る
。
平
旦
に
声

4

4

4

4

を
あ
げ
て
泣
く
こ
と
を
せ
ず

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

、
晦
に
は
歌
わ
ず

4

4

4

4

4

4

、
半4

月
と
満
月
の
日
に
は
そ
れ
ぞ
れ
物
忌
み
を
す
る

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

、
こ4
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れ
を
天
の
常
に
順
う
と
い
う

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

。
慎
む
者
は
得
る
が
、
怠
る
者
は
失
う
、
こ
れ
を
天
常
と
い
う
。
天
神
之
□
□
□
□
□
、
皇
天
は
戒

め
る
だ
ろ
う
。
嘘
を
つ
い
て
は
な
ら
な
い
、
上
帝
は
そ
れ
を
憎
む
で
あ
ろ
う
。
忌
む
べ
き
も
の
を
忌
ま
な
け
れ
ば
、
天
は
災
い
を

降
し
、
止
め
る
べ
き
も
の
を
止
め
な
け
れ
ば
、
天
は
怪
異
を
降
す
。
天
寿
を
全
う
で
き
ず
、
子
孫
に
ま
で
（
報
い
が
）
及
ぶ
。
陽

で
あ
る
べ
き
時
に
幽
で
あ
る
、
こ
れ
を
大
憂
と
い
い
、
幽
で
あ
る
べ
き
と
き
に
陽
で
あ
る
、
こ
れ
を
不
祥
と
い
う
。
身
を
慎
み
、

内
外
に
区
別
が
あ
り
、
男
女
に
節
度
が
あ
る
、
こ
れ
を
天
礼
と
い
う
。
慎
み
の
上
に
も
慎
め
ば
、
天
命
は
大
い
に
明
ら
か
と
な
る
。

『
抱
朴
子
』
や
睡
虎
地
秦
簡
『
日
書
』
で
は
晦
日
に
歌
う
こ
と
と
朔
日
に
哭
す
る
こ
と
が
禁
忌
と
さ
れ
た
が
、『
三
徳
』
で
は
「
平

旦
」
に
哭
す
る
こ
と
と
「
明
」
に
歌
う
こ
と
が
禁
忌
と
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
「
平
旦
」
と
「
明
」
の
解
釈
に
つ
い
て
は
複
数
の
意

見
が
出
て
い
る
。
ま
ず
「
平
旦
」
か
ら
見
て
み
る
と
、
釈
文
を
担
当
し
た
李
零
は
明
け
方
の
寅
の
刻
の
こ
と
と
し
て
い
る（

（（
（

。
王
蘭

は
「
平
旦
」
を
「
再
旦
」
と
読
み
、
日
の
出
時
に
日
食
が
起
こ
り
、
二
度
夜
明
け
が
あ
る
天
体
異
常
を
指
す
と
し
て
、
前
句
の
「
天

惡
如
忻
」
と
合
わ
せ
た
二
句
を
、
天
体
異
常
が
起
き
て
も
慌
て
ふ
た
め
く
必
要
は
な
い
と
い
う
意
味
だ
と
解
釈
す
る（

（（
（

。
程
少
軒
は

「
更
旦
」
と
読
み
、
月
が
変
わ
っ
た
日
の
朝
、
つ
ま
り
初
一
日
の
こ
と
と
す
る（

（（
（

。
程
少
軒
の
説
に
従
え
ば
哭
し
て
は
い
け
な
い
の

は
初
一
日
、
つ
ま
り
朔
日
と
な
り
、『
抱
朴
子
』
ら
と
同
じ
に
な
る
が
、
そ
も
そ
も
「
平
」
字
が
難
読
の
た
め
決
め
が
た
い
（
図

二
の
丸
で
囲
ま
れ
た
字
が
「
平
」
字
）。

「
明
」
字
も
ま
た
解
釈
の
分
か
れ
る
字
で
あ
る
。
李
零
は
「
明
」
と
隷
定
し
、
夜
明
け
の
意
と
し
た
が（

（（
（

、
晏
昌
貴
は
「
晦
」
字

と
し
、『
抱
朴
子
』
と
同
じ
く
晦
日
の
意
だ
と
す
る（

（（
（

。
ま
た
范
常
喜
は
「
暝
」
の
異
体
字
と
し
、
暗
い
意
だ
と
す
る（

（（
（

。「
晦
」
に
は

暗
い
と
い
う
意
味
も
あ
る
が
、『
抱
朴
子
』
の
「
晦
」
は
「
朔
」
と
対
に
な
っ
て
お
り
、
み
そ
か
の
意
で
あ
る
。「
平
旦
」
を
日
の

出
・
夜
明
け
の
意
と
す
る
な
ら
ば
、
対
で
あ
る
「
明
（
晦
）」
は
日
の
入
り
の
薄
暗
い
時
刻
を
指
す
語
と
考
え
ら
れ
る
し
、「
平

旦
」
を
朔
日
の
意
と
す
る
な
ら
ば
、「
明
（
晦
）」
は
「
晦
日
」
と
考
え
る
べ
き
だ
ろ
う
。
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も
う
一
箇
所
は
第
十
簡
か
ら
第
十
二
簡
ま
で
の
部
分
で
あ
る
。

・
原
文

【
10
】皇
后
曰
立
。
毋
爲
角
言
、
毋
爲
人
倡
、
毋
作
大
事
、
毋
□
常
、
毋
壅
川
、
毋
斷
洿
、
毋
滅
宗
、
毋
虚
牀
、
毋
□
敔
、
毋
變

事
、
毋
焚
古
□
、
毋【
11
】恥
父
兄
、
毋
羞
貧
、
毋
笑
刑
、
毋
揣
深
、
毋
度
山
、
毋
逸
其
身
而
多
其
言
。
居
毋
惰
、
作
毋
康
、
善
勿

滅
、
不
祥
勿
爲
。
入
虚
毋
樂

4

4

4

4

、
登4【
12
】丘
毋
歌

4

4

4

、
所
以
爲
天
禮

4

4

4

4

4

。
監
川
之
都
、
凭
岸
之
邑
、
百
乘
之
家
、
十
室
之
□
、
宮
室
汙
池
、

各
愼
其
度
、
毋
失
其
道
。
絀
欲
殺
人
、
不
飮
不
食
。
秉
之
不
固
。

・
書
き
下
し

【
10
】皇
后
曰
立
。
角
言
を
為
す
毋
か
れ
、
人
倡
を
為
す
毋
か
れ
、
大
事
を
作
す
毋
か
れ
、
毋
□
常
、
川
を
壅ふ
さ

ぐ
毋
か
れ
、
洿お

を
断

つ
毋
か
れ
、
宗
を
滅
ぼ
す
毋
か
れ
、
牀
を
虚
し
く
す
る
毋
か
れ
、
毋
□
敔
、
事
を
変
う
る
毋
か
れ
、
毋
焚
古
□
、【
11
】父
兄
を
恥

ず
か
し
む
る
毋
か
れ
、
貧
を
羞
ず
か
し
む
る
毋
か
れ
、
刑
を
笑
う
毋
か
れ
、
深
を
揣は
か

る
毋
か
れ
、
山
を
度は
か

る
毋
か
れ
、
其
の
身
を

逸
し
て
其
の
言
を
多
く
す
る
毋
か
れ
。
居
る
に
惰お
こ
たる
毋
か
れ
、
作
す
に
康
（
荒
）
な
る
毋
か
れ
、
善
は
滅
す
毋
か
れ
、
不
祥
は
為

す
毋
か
れ
。
虚
に
入
り
て
楽
す
る
毋
く

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

、【
12
】丘
に
登
り
て
歌
う
毋
き
は

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

、
天
礼
を
為
す
所
以

4

4

4

4

4

4

4

。
監
（
臨
）
川
の
都
、
凭
岸
の
邑
、

百
乗
の
家
、
十
室
の
□
、
宮
室
汙
池
、
各
々
其
の
度
を
慎
み
、
其
の
道
を
失
う
毋
か
れ
。
人
を
殺
さ
ん
と
欲
す
る
を
絀し
り
ぞけ
、
不
飮

不
食
。
秉
之
不
固
。

・
現
代
語
訳

皇
后
曰
立
。
激
し
い
言
葉
で
言
い
争
い
を
し
て
は
な
ら
な
い
、
人
前
で
声
高
に
騒
い
で
は
な
ら
な
い
、
軽
率
に
大
事
を
行
っ
て
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は
な
ら
な
い
、
毋
□
常
、
川
の
流
れ
を
ふ
さ
い
で
は
な
ら
な
い
、
水
流
の
集
ま
る
と
こ
ろ
を
断
絶
し
て
は
な
ら
な
い
、
家
系
を
絶

や
し
て
は
な
ら
な
い
、
床
を
虚
し
く
し
て
は
な
ら
な
い
、
毋
□
敔
、
規
定
の
事
業
を
変
更
し
て
は
な
ら
な
い
、
毋
焚
古
□
、
父
兄

を
辱
め
て
は
な
ら
な
い
、
貧
者
を
辱
め
て
は
な
ら
な
い
、
受
刑
者
を
笑
っ
て
は
な
ら
な
い
、
川
の
深
度
を
測
っ
て
は
な
ら
な
い
、

山
の
高
さ
を
測
っ
て
は
な
ら
な
い
、
自
分
自
身
を
逸
楽
さ
せ
お
し
ゃ
べ
り
が
過
ぎ
て
は
な
ら
な
い
、
家
に
い
て
怠
惰
に
し
て
い
て

は
な
ら
な
い
、
仕
事
を
粗
雑
に
し
て
は
な
ら
な
い
、
善
を
な
く
し
て
は
な
ら
な
い
、
不
祥
の
こ
と
を
行
っ
て
は
な
ら
な
い
、
虚
に
4

4

入
っ
て
音
楽
を
奏
で
ず

4

4

4

4

4

4

4

4

4

、
丘
に
登
っ
て
歌
わ
な
い
の
は

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

、
天
礼
に
従
う
所
以
で
あ
る

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

。
川
に
臨
む
大
都
、
岸
に
近
い
邑
、
百
乗
の

家
、
十
室
の
□
、
宮
室
汙
池
は
、
そ
れ
ぞ
れ
そ
の
程
度
を
慎
み
、
そ
の
道
を
失
っ
て
は
な
ら
な
い
。
人
を
殺
そ
う
と
い
う
欲
望
を

退
け
、
不
飮
不
食
。
秉
之
不
固
。

問
題
と
な
る
の
は
「
虚
」
と
「
丘
」
の
解
釈
で
あ
る
。
晏
昌
貴
は
「
墟
」
に
読
み
、
下
文
の
「
丘
」
と
高
さ
の
異
な
る
丘
陵
の

意
と
し（

（（
（

、
曹
峰
は
「
丘
墟
」
は
土
地
の
高
低
を
指
す
の
で
は
な
く
、
廃
墟
の
意
で
あ
る
と
す
る（

（（
（

。
こ
れ
に
対
し
林
文
華
は
「
墟
」

「
丘
」
と
も
に
墓
地
の
意
で
あ
る
と
す
る
説
を
出
し
た（

（（
（

。「
丘
」
が
丘
陵
の
意
と
す
る
と
、
山
で
は
歌
え
な
い
こ
と
に
な
り
、
国
見

歌
の
こ
と
な
ど
を
考
え
る
と
違
和
感
を
覚
え
る
。
そ
の
点
林
文
華
の
説
は
、『
礼
記
』
曲
礼
上
の
「
墓
に
適ゆ

け
ば
壟
に
登
ら
ず
」

「
墓
に
適ゆ

け
ば
歌
わ
ず
」
と
も
合
致
す
る
が
、
曹
峰
の
廃
墟
説
も
、
陰
に
属
す
る
廃
墟
で
歌
や
音
楽
と
い
っ
た
陽
の
行
動
を
と
る

の
は
好
ま
し
く
な
い
か
ら
と
考
え
れ
ば
矛
盾
し
な
い
。

と
も
か
く
、
本
論
で
は
解
釈
を
無
理
に
固
定
さ
せ
る
こ
と
は
せ
ず
、
こ
う
し
た
出
土
資
料
に
よ
り
新
た
な
中
国
古
代
の
歌
文
化

の
側
面
が
見
え
て
く
る
可
能
性
を
指
摘
す
る
に
と
ど
め
た
い
。
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お
わ
り
に

伝
世
文
献
や
出
土
資
料
か
ら
見
え
る
歌
の
禁
忌
の
種
類
は
、
そ
う
多
く
は
な
い
。
一
番
は
喪
葬
時
の
禁
忌
で
あ
り
、
こ
れ
は
歌

の
性
が
陽
に
属
す
と
考
え
ら
れ
て
い
た
こ
と
に
よ
る
。
今
日
の
少
数
民
族
の
中
に
も
、
苗
族
の
よ
う
に
葬
式
で
は
歌
は
歌
わ
な
い

と
す
る
文
化
も
多
い
。
し
か
し
一
方
で
、
喪
葬
儀
礼
で
歌
を
歌
う
事
例
も
報
告
さ
れ
て
い
る（

（（
（

。
こ
の
問
題
を
考
え
る
に
あ
た
っ
て
、

ま
ず
は
じ
め
に
整
理
し
な
け
れ
ば
い
け
な
い
の
が
「
歌
」
の
定
義
だ
ろ
う
。
本
論
で
は
あ
え
て
「
歌
」
の
定
義
を
明
確
に
し
て
こ

な
か
っ
た
。
一
定
の
旋
律
と
リ
ズ
ム
を
も
っ
て
歌
わ
れ
て
い
れ
ば
「
歌
」
だ
と
し
た
い
と
こ
ろ
だ
が
、
こ
れ
も
文
化
に
よ
っ
て
差

が
あ
る
。
決
め
ら
れ
た
韻
が
踏
ま
れ
て
い
な
け
れ
ば
歌
と
認
め
ら
れ
な
い
場
合
も
あ
る
。
儒
家
は
歌
や
音
楽
を
「
陽
」
と
見
な
し

た
。
つ
ま
り
「
陰
」
の
歌
は
歌
と
見
な
さ
れ
な
か
っ
た
可
能
性
も
あ
る
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
中
国
古
代
の
「
歌
」
の
定
義
を

考
え
る
こ
と
は
、
い
わ
ゆ
る
挽
歌
と
喪
葬
儀
礼
の
関
係
を
考
え
る
上
で
も
必
要
と
思
わ
れ
る
が
、
こ
れ
に
つ
い
て
は
稿
を
改
め
て

論
じ
る
こ
と
に
し
た
い
。

も
う
一
つ
注
目
し
た
い
の
が
、
大
野
裕
司
の
「
出
土
術
数
文
献
中
に
は
人
に
道
徳
性
を
求
め
る
文
章
は
一
切
見
当
た
ら
な
い
」

と
い
う
指
摘
で
あ
る（

（（
（

。
術
数
と
は
い
わ
ゆ
る
占
術
の
こ
と
で
あ
る
。
術
数
文
献
で
あ
る
『
日
書
』
に
歌
の
禁
忌
に
関
す
る
記
述
が

あ
る
と
い
う
こ
と
が
、
感
情
論
や
道
徳
論
と
は
ま
た
別
の
理
由
に
よ
る
歌
の
禁
忌
が
存
在
し
た
可
能
性
を
示
す
も
の
な
の
か
、
こ

れ
も
ま
た
今
後
の
検
討
課
題
と
し
た
い
。

最
後
に
、
道
を
歌
い
な
が
ら
歩
く
者
に
つ
い
て
考
え
た
い
。『
礼
記
』
曲
礼
上
は
「
里
に
殯
有
れ
ば
、
巷
歌
せ
ず
」
と
い
い
、

こ
れ
は
裏
を
返
せ
ば
、
も
が
り
（
殯
）
を
し
て
い
る
家
が
な
け
れ
ば
日
常
的
に
里
の
道
に
歌
声
が
響
い
て
い
た
可
能
性
を
示
し
て

い
る
。
し
か
し
、
や
は
り
街
中
で
歌
う
者
は
尋
常
で
は
な
い
。
子
ど
も
た
ち
は
街
角
で
歌
う
こ
と
が
許
容
さ
れ
て
い
た
が
、
彼
ら

の
歌
う
童
謡
さ
え
も
往
々
に
し
て
予
言
性
を
帯
び
た
。
歩
き
な
が
ら
「
鳳
よ
鳳
よ
」
と
孔
子
に
歌
い
か
け
た
の
は
、
狂
接
輿
と
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い
う
「
狂
」
者
だ
っ
た（

（（
（

。
た
だ
し
、
本
当
に
狂
っ
て
い
る
の
で
は
な
く
、「
佯
狂
」、
つ
ま
り
気
が
狂
っ
た
ふ
り
を
し
な
が
ら
、
し

た
た
か
に
自
分
の
志
を
つ
ら
ぬ
く
、
特
異
な
存
在
だ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る（

（（
（

。
と
は
い
え
、
大
の
大
人
が
街
中
で
大
声
で
歌
う
と
い

う
行
為
は
、「
狂
」
者
の
す
る
こ
と
で
あ
る
。
朱
買
臣
に
は
、
ま
だ
貧
し
か
っ
た
時
分
に
道
を
歌
い
な
が
ら
歩
い
て
い
た
と
こ
ろ
、

そ
れ
を
恥
じ
た
妻
に
離
縁
を
求
め
ら
れ
て
し
ま
っ
た
と
い
う
話
が
あ
る（

（（
（

。
こ
の
後
朱
買
臣
は
漢
の
武
帝
の
権
臣
に
ま
で
登
り
つ
め

た
こ
と
か
ら
、
そ
う
し
た
「
狂
」
的
な
行
動
は
特
殊
な
才
能
の
持
ち
主
で
あ
っ
た
が
故
と
わ
か
る
の
だ
が
、
一
般
人
の
妻
に
は
そ

れ
が
分
か
ら
ず
、
彼
女
の
目
に
は
夫
は
た
だ
の
「
狂
」
者
と
し
か
写
ら
な
か
っ
た
の
で
あ
る
。

注（
1
）　

こ
れ
ら
の
調
査
に
つ
い
て
は
、
遠
藤
耕
太
郎
編
『
東
ア
ジ
ア
に
お
け
る
「
声
の
伝
承
」
と
漢
字
の
出
会
い
に
つ
い
て
の
研
究
』（『
共
立
女
子
大

学
総
合
文
化
研
究
所
紀
要
』
第
十
九
号
、二
〇
一
三
年
）、拙
稿
「
中
国
湖
南
省
鳳
凰
県
苗
族
の
歌
掛
け
文
化
・
資
料
編
」（『
ア
ジ
ア
民
族
文
化
研
究
』

第
十
四
号
、二
〇
一
五
年
）、真
下
厚
等「
中
国
湖
南
省
鳳
凰
県
苗
族
の
恋
人
争
い
の
歌
掛
け
」（『
ア
ジ
ア
民
族
文
化
研
究
』第
十
五
号
、二
〇
一
六
年
）、

遠
藤
耕
太
郎
等
「
中
国
少
数
民
族
歌
謡
に
お
け
る
、
音
・
意
味
・
文
字
」（『
共
立
女
子
大
学
総
合
文
化
研
究
所
紀
要
』
第
二
十
三
号
、
二
〇
一
七
年
）

な
ど
で
報
告
し
て
い
る
。

（
2
）　
『
詩
』
が
歌
わ
れ
る
の
は
、
外
交
な
ど
他
国
人
と
の
宴
の
場
で
あ
る
こ
と
が
多
く
、
同
国
人
同
士
の
宴
で
は
即
興
の
歌
も
歌
わ
れ
て
い
る
。
な
ぜ

他
国
人
と
の
宴
で
は
即
興
歌
で
は
な
く
古
詩
で
あ
る
『
詩
』
が
好
ま
れ
た
の
か
と
い
う
と
、
方
言
差
の
あ
る
他
国
人
と
即
興
歌
で
掛
け
合
う
と
歌

の
意
味
が
伝
わ
ら
な
い
恐
れ
が
あ
り
、
そ
の
た
め
誰
も
が
知
る
『
詩
』
が
公
用
語
の
よ
う
な
役
割
を
は
た
し
た
の
で
は
な
い
か
と
考
え
ら
れ
る
。

詳
し
く
は
拙
稿
「『
左
伝
』
賦
詩
と
春
秋
時
代
の
『
詩
』」（『
史
学
』
第
七
七
巻
第
二
・
三
号
、
二
〇
〇
八
年
）
参
照
。

（
3
）　
『
論
語
』
陽
貨
篇
「
子
之
武
城
、聞
弦
歌
之
聲
。
夫
子
莞
爾
而
笑
曰
、割
雞
焉
用
牛
刀
。
子
游
對
曰
、昔
者
偃
也
聞
諸
夫
子
。
曰
、君
子
學
道
則
愛
人
、

小
人
學
道
則
易
使
也
。
子
曰
、
二
三
子
、
偃
之
言
是
也
。
前
言
戲
之
耳
。」

（
4
）　
『
論
語
』
衛
霊
公
篇
「
師
冕
見
。
及
階
、
子
曰
、
階
也
。
及
席
、
子
曰
、
席
也
。
皆
坐
、
子
告
之
曰
、
某
在
斯
、
某
在
斯
。
師
冕
出
。
子
張
問
曰
、

與
師
言
之
道
與
。
子
曰
、
然
。
固
相
師
之
道
也
。」

（
5
）　

何
晏
注
「
孺
悲
、
魯
人
也
。
孔
子
不
欲
見
、
故
辭
之
以
疾
。
爲
其
將
命
者
不
已
、
故
歌
、
令
將
命
者
悟
、
所
以
令
孺
悲
思
之
。」
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（
6
）　
『
荘
子
』
譲
王
篇
で
は
、
陳
・
蔡
の
間
で
窮
し
、
七
日
も
火
を
使
っ
た
食
事
が
と
れ
な
か
っ
た
時
も
、
孔
子
は
琴
を
つ
ま
弾
き
歌
う
こ
と
を
や
め

な
か
っ
た
と
あ
る
。

　
　
　
『
荘
子
』
讓
王
篇
「
孔
子
窮
於
陳
蔡
之
閒
、
七
日
不
火
食
、
藜
羹
不
糝
、
顏
色
甚
憊
、
而
弦
歌
於
室
。
顏
回
擇
菜
。
子
路
子
貢
相
與
言
曰
、
夫
子

再
逐
於
魯
、
削
迹
於
衞
、
伐
樹
於
宋
、
窮
於
商
周
、
圍
於
陳
蔡
。
殺
夫
子
者
无
罪
、
藉
夫
子
者
无
禁
。
弦
歌
鼓
琴
、
未
嘗
絶
音
、
君
子
之
无
恥
也

若
此
乎
。
顏
回
无
以
應
、
入
告
孔
子
。
孔
子
推
琴
、
喟
然
而
歎
曰
、
由
與
賜
、
細
人
也
。
召
而
來
、
吾
語
之
。」

　
　
　

ま
た
同
様
の
話
は
、『
荘
子
』
秋
水
篇
（
孔
子
遊
於
匡
、
宋
人
圍
之
數
匝
、
而
絃
歌
不
惙
）、『
呂
氏
春
秋
』
慎
人
篇
（
孔
子
窮
於
陳
蔡
之
閒
、
七

日
不
嘗
食
、
藜
羹
不
糝
。
宰
予
備
矣
、
孔
子
弦
歌
於
室
）、『
淮
南
子
』
主
術
訓
（
然
而
圍
於
匡
、
顏
色
不
變
、
絃
歌
不
輟
）
な
ど
に
も
見
え
る
。

（
7
）　
『
礼
記
』
正
義
は
「
大
夫
言
縣
、
士
言
琴
瑟
、
亦
互
言
耳
」
と
、
大
夫
の
「
縣
」
と
士
の
「
琴
瑟
」
は
互
文
で
あ
る
と
す
る
。

（
8
）　

た
と
え
ば
『
詩
経
』
に
は
周
南
桃
夭
の
よ
う
に
、
婚
礼
の
祝
頌
歌
と
考
え
ら
れ
る
詩
が
い
く
つ
か
あ
る
。
実
際
の
婚
礼
に
奏
楽
や
歌
が
な
か
っ

た
と
は
考
え
に
く
い
が
、
こ
れ
に
つ
い
て
は
今
後
の
課
題
と
し
た
い
。
な
お
、
湖
南
省
湘
西
土
家
族
苗
族
自
治
州
の
土
家
族
の
中
に
、
結
婚
儀
礼

で
『
詩
経
』
の
周
南
関
雎
や
周
南
桃
夭
、
小
雅
南
山
有
台
な
ど
を
歌
う
習
俗
が
あ
る
こ
と
が
報
告
さ
れ
て
い
る
（
賈
紹
興
『
喊
礼　

湘
西
神
秘
婚

喪
礼
俗
考
察
記
』
学
苑
出
版
社
、
二
〇
〇
九
年
）。

（
9
）　
『
漢
書
』
外
戚
伝
「
高
祖
崩
、
惠
帝
立
、
呂
后
爲
皇
太
后
、
乃
令
永
巷
囚
戚
夫
人
、
髠
鉗
衣
赭
衣
、
令
舂
。
戚
夫
人
舂
且
歌
曰
、
子
爲
王
、
母
爲
虜
、

終
日
舂
薄
暮
、
常
與
死
爲
伍
。
相
離
三
千
里
、
當
誰
使
告
女
。
太
后
聞
之
大
怒
曰
、
乃
欲
倚
女
子
邪
。
乃
召
趙
王
誅
之
。
…
…
太
后
遂
斷
戚
夫
人

手
足
、
去
眼
熏
耳
、
飮
瘖
藥
、
使
居
鞠
域
中
、
名
曰
人
彘
。
居
數
月
、
乃
召
惠
帝
視
人
彘
。
帝
視
而
問
知
其
戚
夫
人
、
乃
大
哭
、
因
病
、
歳
餘
不

能
起
。
使
人
請
太
后
曰
、
此
非
人
所
爲
。
臣
爲
太
后
子
、
終
不
能
復
治
天
下
。
以
此
日
飮
爲
淫
樂
、
不
聽
政
、
七
年
而
崩
。」
な
お
『
史
記
』
呂
后

本
紀
に
は
、
戚
夫
人
を
永
巷
に
囚
え
た
と
あ
る
の
み
で
、
戚
夫
人
が
う
す
つ
き
な
が
ら
歌
う
場
面
は
な
い
。

（
10
）　
『
顔
子
家
訓
』
風
操
「
道
書
又
曰
、晦
歌
朔
哭
、皆
當
有
罪
、天
奪
其
算
。」『
顔
子
家
訓
』
は
南
朝
の
顔
之
推
が
六
世
紀
に
著
し
た
子
弟
へ
の
訓
戒
書
。

（
11
）　

曹
峰
「《
三
徳
》
零
釈
（
三
）」（
簡
帛
網
二
〇
〇
六
年
四
月
一
一
日
）http://w

w
w
.bsm

.org.cn/show
_article.php?id=323

（
12
）　

李
零
「
三
徳
篇
釈
文
考
釈
」（『
上
海
博
物
館
蔵
戦
国
楚
竹
書
（
五
）』
上
海
古
籍
出
版
社
、二
〇
〇
五
年
）。
図
二
も
同
書
に
よ
る
。
湯
浅
邦
弘
「『
三

徳
』
の
全
体
構
造
と
文
献
的
性
格
」（
同
編
『
上
博
楚
簡
研
究
』
汲
古
書
院
、
二
〇
〇
七
年
）。

（
13
）　

李
零
前
掲
注
（
12
）
論
文
。

（
14
）　

王
蘭
「
上
博
五
《
三
徳
》
編
聯
」（
簡
帛
網
二
〇
〇
六
年
四
月
一
五
日
）http://w

w
w
.bsm

.org.cn/show
_article.php?id=328
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（
15
）　

程
少
軒
「
談
談
北
大
漢
簡
《
周
訓
》
的
幾
個
問
題
」（
復
旦
大
学
出
土
文
献
与
古
文
字
研
究
中
心
編
『
出
土
文
献
与
古
文
字
研
究
』
第
五
輯
、

二
〇
一
三
年
）

（
16
）　

李
零
前
掲
注
（
12
）
論
文
。

（
17
）　

晏
昌
貴
「《
三
徳
》
四
札
」（
簡
帛
網
二
〇
〇
六
年
三
月
七
日
）http://w
w
w
.bsm

.org.cn/show
_article.php?id=272

（
18
）　

范
常
喜
「
試
説
《
上
博
五
・
三
徳
》
簡
一
中
的
“
暝
”」（
簡
帛
網
二
〇
〇
六
年
三
月
九
日
）http://w

w
w
.bsm

.org.cn/show
_article.php?id=278

（
19
）　

晏
昌
貴
前
掲
注
（
17
）
論
文
。

（
20
）　

曹
峰
前
掲
注
（
11
）
論
文
。

（
21
）　

林
文
華
「《
上
博
五
・
三
德
》「
入
虚
毋
樂
，
登
丘
毋
歌
，
所
以
爲
天
禮
」
考
辨
」（
簡
帛
研
究
二
〇
〇
八
年
二
月
二
八
日
）http://w

w
w
.jianbo.

org/adm
in3/2007/linw

enhua001.htm

（
22
）　

た
と
え
ば
山
田
直
巳
の
「
雲
南
省
大
理
白
族
の
葬
送
歌
唱　

永
香
村
踏
葬
歌
」（『
ア
ジ
ア
民
族
文
化
研
究
』
第
十
号
、
二
〇
一
〇
年
）
を
は
じ

め
と
す
る
白
族
踏
葬
歌
の
一
連
の
調
査
や
、飯
島
奨
『
日
本
上
代
文
学
に
お
け
る
歌
垣
の
機
能
に
関
す
る
一
研
究
』（
専
修
大
学
学
位
（
博
士
）
論
文
、

二
〇
一
一
年
）
に
よ
る
陝
西
省
紫
陽
県
漢
族
の
歌
調
査
な
ど
が
挙
げ
ら
れ
る
。

（
23
）　

大
野
裕
司
『
戦
国
秦
漢
出
土
術
数
文
献
の
基
礎
的
研
究
』（
北
海
道
大
学
出
版
会
、
二
〇
一
四
年
）。

（
24
）　
『
論
語
』
微
子
篇
「
楚
狂
接
輿
歌
而
過
孔
子
曰
、
鳳
兮
、
鳳
兮
、
何
德
之
衰
。
往
者
不
可
諫
、
來
者
猶
可
追
。
已
而
、
已
而
、
今
之
從
政
者
殆
而
。

孔
子
下
、
欲
與
之
言
。
趨
而
辟
之
、
不
得
與
之
言
。」

（
25
）　

矢
嶋
美
都
子
『
佯
狂　

古
代
中
国
人
の
処
世
術
』（
汲
古
書
院
、
二
〇
一
三
年
）。

（
26
）　
『
漢
書
』
朱
買
臣
列
伝
「
朱
買
臣
字
翁
子
、
呉
人
也
。
家
貧
、
好
讀
書
、
不
治
産
業
、
常
艾
薪
樵
、
賣
以
給
食
。
擔
束
薪
、
行
且
誦
書
。
其
妻
亦

負
戴
相
隨
、
數
止
買
臣
毋
歌
嘔
道
中
。
買
臣
愈
益
疾
歌
、
妻
羞
之
、
求
去
。
買
臣
笑
曰
、
我
年
五
十
當
富
貴
、
今
已
四
十
餘
矣
。
女
苦
日
久
、
待

我
富
貴
報
女
功
。
妻
恚
怒
曰
、
如
公
等
、
終
餓
死
溝
中
耳
、
何
能
富
貴
。
買
臣
不
能
留
、
即
聽
去
。
其
後
、
買
臣
獨
行
歌
道
中
、
負
薪
墓
間
。
故

妻
與
夫
家
俱
上
冢
、
見
買
臣
饑
寒
、
呼
飯
飲
之
。
…
…
會
稽
聞
太
守
且
至
、
發
民
除
道
、
縣
吏
並
送
迎
、
車
百
餘
乘
。
入
呉
界
、
見
其
故
妻
、
妻

夫
治
道
。
買
臣
駐
車
、
呼
令
後
車
載
其
夫
妻
、
到
太
守
舍
、
置
園
中
、
給
食
之
。
居
一
月
、
妻
自
經
死
、
買
臣
乞
其
夫
錢
、
令
葬
。」


